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日
本
ダ
ク
タ
イ
ル
鉄
管
協

会
関
東
支
部
は
５
日
、
千
葉

市
内
で
セ
ミ
ナ
ー
を
開
い

た
。
千
葉
県
、
東
京
都
、
神

奈
川
県
、
茨
城
県
か
ら
約
１

６
０
人
が
参
加
す
る
中
、
田

村
武
志
・
大
阪
広
域
水
道
企

業
団
経
営
管
理
部
副
理
事
と

飛
田
哲
男
・
関
西
大
学
都
市

工
学
部
教
授
が
そ
れ
ぞ
れ
広

域
化
と
ト
ル
コ
地
震
の
災
害

報
告
を
テ
ー
マ
に
講
演
し

た
。
司
会
は
２
０
２
３
ミ
ス

日
本
「
水
の
天
使
」
の
竹
田

聖
彩
さ
ん
が
務
め
た
。
ま

た
、
講
演
の
合
間
に
は
会
員

各
社
が
パ
ネ
ル
展
示
を
行

い
、
参
加
者
へ
製
品
・
技
術

を
紹
介
し
た
。

　

開
会
に
先
立
ち
、縣
雅
明
・

顧
問
は
「
広
域
化
、
地
震
と

も
に
水
道
事
業
者
に
と
っ
て

非
常
に
タ
イ
ム
リ
ー
で
興
味

深
い
も
の
。
大
変
参
考
に
な

る
話
が
聞
け

る
と
思
う
の

で
、
ぜ
ひ
皆

さ
ん
の
業
務

に
役
立
て
て

い
た
だ
け
れ

ば
」
と
話
し

た
。

　

田
村
副
理

事
は
「
大
阪

広
域
水
道
企

業
団
に
お
け

る

広

域

化

（
統
合
）
の

取
り
組
み
に

つ
い
て
」
と

題
し
講
演
。

同
企
業
団
は
府
内
42
市
町
村

へ
の
水
道
用
水
供
給
に
加

え
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
末

端
給
水
事
業
と
の
統
合
を
開

始
し
、
２
０
２
１
年
度
ま
で

に
14
事
業
体
と
の
統
合
を
実

現
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
進

め
て
き
た
事
業
統
合
の
経
緯

に
つ
い
て
解
説
し
た
ほ
か
、

統
合
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
施

設
の
最
適
配
置
や
府
の
補
助

金
の
活
用
等
に
よ
り
水
道
料

金
の
値
上
げ
抑
制
や
値
上
げ

時
期
の
延
期
が
可
能
と
な
っ

た
こ
と
や
、
技
術
継
承
、
非

常
時
対
応
の
充
実
、
業
務
の

効
率
化
や
利
用
者
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
等
が
図
ら
れ
た
と
説

明
。
今
後
は
大
規
模
な
事
業

体
と
の
統
合
を
行
う
こ
と
で

府
内
市
町
村
の
約
半
数
を
カ

バ
ー
す
る
こ
と
を
目
指
す
と

し
た
。
ま
た
、
統
合
促
進
に

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

統
合
後
の
組
織
体
制
や
業
務

効
率
化
等
の
具
体
化
、
府
域

一
水
道
の
イ
メ
ー
ジ
・
あ
る

べ
き
姿
の
共
有
に
向
け
た
検

討
を
進
め
て
い
く
と
述
べ

た
。

　

飛
田
教
授
の
講
演
「
２
０

２
３
年
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地

震
に
よ
る
地
盤
関
連
災
害
報

告
」
で
は
、
今
年
２
月
に
発

生
し
た
ト
ル
コ
・
シ
リ
ア
地

震
に
関
し
て
、
地
盤
工
学
会

等
の
４
学
会
合
同
で
行
わ
れ

た
現
地
調
査
に
お
け
る
地
盤

工
学
の
観
点
か
ら
見
た
知
見

を
報
告
し
た
。
現
地
で
は
大

規
模
な
斜
面
災
害
が
発
生
し

て
お
り
、
盛
土
の
基
礎
地
盤

が
側
方
流
動
し
た
こ
と
に
よ

る
高
架
橋
の
崩
壊
や
、
地
す

べ
り
に
よ
る
河
道
閉
塞
（
地

す
べ
り
ダ
ム
の
形
成
）
な
ど

が
確
認
で
き
た
。
海
岸
沿
い

の
町
で
は
海
水
面
と
地
盤
高

の
差
が
な
く
、
地
殻
変
動
と

液
状
化
に
よ
る
地
盤
沈
下
の

発
生
が
考
え
ら
れ
た
。
ま

た
、
道
路
橋
の
建
築
基
準
で

は
液
状
化
し
な
い
と
さ
れ
る

地
質
の
エ
リ
ア
で
も
地
盤
沈

下
が
発
生
し
て
お
り
、
原
因

に
つ
い
て
今
後
よ
り
詳
細
な

調
査
が
必
要
に
な
る
と
述
べ

た
。
こ
の
ほ
か
、
液
状
化
現

象
の
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
し

て
砂
と
割
り
箸
を
使
っ
た
実

験
に
よ
る
ダ
イ
ラ
タ
ン
シ
ー

現
象
の
原
理
を
解
説
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
聴
講
し
た
茨

城
県
南
水
道
企
業
団
の
山
下

聡
・
経
営
企
画
課
長
は
、
田

村
副
理
事
の
講
演
に
つ
い
て

「
当
企
業
団
で
も
経
営
一
体

化
等
の
広
域
化
に
つ
い
て
検

討
を
進
め
て
お
り
、
コ
ス
ト

面
で
の
効
果
や
職
員
の
負
担

な
ど
広
域
化
の
メ
リ
ッ
ト
・

デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
踏
み

込
ん
だ
話
を
聞
く
こ
と
が
で

き
、
判
断
の
参
考
と
な
っ

た
」、
飛
田
教
授
の
講
演
に

つ
い
て
「
施
設
耐
震
化
に
向

け
、
料
金
改
定
や
補
助
金
の

活
用
を
通
じ
て
更
新
率
向
上

の
取
り
組
み
が
形
に
な
っ
て

き
た
と
こ
ろ
。
ト
ル
コ
地
震

の
詳
細
な
被
害
状
況
を
確
認

し
、
災
害
へ
の
備
え
の
重
要

性
を
再
認
識
で
き
た
」
と

語
っ
た
。
ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー

全
体
を
振
り
返
り
、「
先
進

事
例
や
専
門
家
の
知
見
に
つ

い
て
、
直
接
や
り
取
り
し
て

生
の
声
を
聞
け
る
貴
重
な
機

会
を
い
た
だ
け
た
。
職
員
育

成
の
場
と
し
て
今
後
も
活
用

し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
を

述
べ
た
。

　

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
さ
き

ご
ろ
、
茨
城
県
政
策
企
画
部

水
政
課
水
道
広
域
化
推
進
室

が
県
内
水
道
事
業
体
を
集
め

同
県
中
央
水
道
事
務
所
で
開

催
し
た
広
域
連
携
等
に
係
る

研
究
会
で
、
同
社
の
「
コ
ン

テ
ナ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ラ
ミ
ッ

ク
膜
ろ
過
設
備
」（
コ
ン
テ

ナ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
セ
ラ
ミ
ッ
ク

モ
バ
イ
ル
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
）
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を

実
施
し
た
。
約
60
人
の
参
加

者
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
の
特
長
に

つ
い
て
同
社
担
当
者
か
ら
説

明
を
受
け
る
と
と
も
に
、
濁

質
を
添
加
し
た
模
擬
原
水
が

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
に
よ
り
ろ
過
さ
れ

る
様
子
な
ど
を
確
認
し
た
。

ま
た
、
担
当
者
に
次
々
と
質

問
を
投
げ
か
け
て
い
た
。

　

同
社
で
は
、
コ
ン
パ
ク
ト

に
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
セ
ラ

ミ
ッ
ク
膜
ろ
過
設
備
で
あ
る

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
を
、
リ
ー
ス
方
式

で
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
始

め
て
い
る
。
縦
２
１
０
０
㍉

×
横
４
６
５
５
㍉
×
高
さ
２

７
０
０
㍉
の
コ
ン
テ
ナ
に
収

納
さ
れ
て
お
り
、
設
置
面
積

は
約
10
平
方
㍍
。
給
水
人
口

に
合
わ
せ
て
３
種
類
を
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
▽
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
２
（
１

エ
レ
メ
ン
ト
×
２
モ
ジ
ュ
ー

ル
、膜
本
数
２
本
、

浄
水
量
90
～
１
６

０
立
方
㍍
／
日
程

度
）
▽
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ

４
（
２
エ
レ
メ
ン

ト
×
２
モ
ジ
ュ
ー

ル
、
膜
本
数
４

本
、
浄
水
量
１
９

０
～
３
３
０
立
方

㍍
／
日
程
度
）
▽

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
８
（
４

エ
レ
メ
ン
ト
×
２

モ
ジ
ュ
ー
ル
、
膜

本
数
８
本
、
浄
水

量
３
８
０
～
６
７

０
立
方
㍍
／
日
程

度
）
―
と
な
っ
て

い
る
。
４
㌧
ト
ラ
ッ
ク
（
増

ト
ン
車
）
で
運
搬
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
浄
水
フ
ロ
ー
は

凝
集
→
膜
ろ
過
→
消
毒
で
、

原
水
水
質
な
ど
の
条
件
に

よ
っ
て
は
前
後
に
浄
水
処
理

設
備
の
追
加
設
置
が
必
要
に

な
る
。

　

リ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
サ
ー

ビ
ス
内
容
は
▽
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
設

備
納
入
（
車
上
渡
し
）
▽
試

運
転
対
応
▽
保
守
点
検
（
年

１
回
）
▽
薬
品
洗
浄
▽
運
転

デ
ー
タ
配
信
▽
計
画
修
繕
▽

緊
急
時
対
応
―
で
、
設
備
設

置
に
伴
う
工
事
や
運
転
管

理
、
電
力
調
達
、
薬
品
調
達

な
ど
は
範
囲
外
と
な
る
。

リ
ー
ス
契
約
期
間
は
原
則
５

年
で
更
新
が
可
能
。
契
約
期

間
中
は
定
額
料
金
で
更
新
の

た
び
に
安
価
に
な
る
。

　

同
社
で
は
、
リ
ー
ス
に
よ

る
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
活
用
の
具
体
例

と
し
て
、
将
来
的
に
水
需
要

が
大
幅
に
減
少
す
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
小
規
模
浄
水
場

の
更
新
用
浄
水
処
理
設
備
、

更
新
ス
ペ
ー
ス
が
な
い
小
規

模
浄
水
場
に
お
い
て
更
新
浄

水
場
が
で
き
る
ま
で
の
仮
設

浄
水
設
備
、
水
需
要
の
減
少

が
予
想
さ
れ
る
中
規
模
浄
水

場
の
更
新
に
お
け
る
更
新
浄

水
場
と
水
需
要
の
乖
離
を
補

う
仮
設
浄
水
設
備
、
統
廃
合

計
画
に
よ
り
将
来
的
に
廃
止

予
定
の
浄
水
場
に
お
け
る
廃

止
ま
で
の
仮
設
浄
水
設
備
、

統
廃
合
計
画
に
よ
り
一
時
的

に
水
量
が
増
加
す
る
浄
水
場

県外からも多くの参加者があったセミナー

（左から）飛田教授、竹田さん、田村副理事、
田村聡志理事長

　

電
気
学
会
の
上
下
水
道
分

野
を
担
当
す
る
公
共
施
設
技

術
委
員
会
は
13
日
、
茨
城
県

つ
く
ば
市
の
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
筑
波

宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
訪
問
。
宇

宙
飛
行
士
養
成
エ
リ
ア
や

「
き
ぼ
う
」
日
本
実
験
棟
の

運
用
管
制
室
、
展
示
館
「
ス

ペ
ー
ス
ド
ー
ム
」
な
ど
を
見

学
し
た
。

　

宇
宙
飛
行
士
養
成
エ
リ
ア

で
は
、
宇
宙
医
学
研
究
に
つ

い
て
の
パ
ネ
ル
や
実
験
装

置
、
宇
宙
へ
行
っ
た
時
と
同

じ
感
覚
に
な
る
６
度
ヘ
ッ
ド

ダ
ウ
ン
ベ
ッ
ド
レ
ス
ト
、
閉

鎖
環
境
適
応
訓
練
設
備
や
低

圧
環
境
適
応
訓
練
設
備
な
ど

を
見
学
。「
き
ぼ
う
」
日
本

実
験
棟
の
運
用
管
制
室
で

は
、
フ
ラ
イ
ト
デ
ィ
レ
ク
タ

と
運
用
管
制
員
か
ら
な
る
50

人
以
上
の
チ
ー
ム
が
３
交
代

24
時
間
体
制
で
実
際
に
運
用

し
て
い
る
様
子
を
ガ
ラ
ス
越

し
に
見
学
し
た
。

　

ま
た
展
示
館
「
ス
ペ
ー
ス

ド
ー
ム
」
で
は
、「
き
ぼ
う
」

日
本
実
験
棟
の
実
物
大
モ
デ

ル
の
内
部
に
入
り
、
大
き
さ

を
体
感
し
た
ほ
か
、
宇
宙
用

転
が
り
軸
受
、
宇
宙
用
電

池
、
多
層
断
熱
材
な
ど
の
基

礎
的
研
究
開
発
の
動
向
、
水

循
環
変
動
観
測
衛
星
「
し
ず

く
」、
気
候
変
動
観
測
衛
星

「
し
き
さ
い
」
な
ど
の
人
工

衛
星
に
よ
る
宇
宙
利
用
に
つ

い
て
、
意
見
交
換
す
る
姿
も

見
ら
れ
た
。

　

社
会
イ
ン
フ
ラ
や
産
業
シ

ス
テ
ム
向
け
の
製
品
・
サ
ー

ビ
ス
を
扱
う
明
電
舎
で
は
、

顧
客
と
の
取
引
が
長
期
に
わ

た
り
、
複
数
部
門
の
営
業
や

技
術
、
保
守
な
ど
の
従
業
員

が
、
同
じ
顧
客
を
訪
問
す
る

と
い
っ
た
ケ
ー
ス
も
生
じ

る
。
こ
れ
ま
で
は
、
い
つ
誰

が
ど
の
顧
客
と
接
点
を
持
っ

た
か
と
い
う
「
社
外
接
点
情

報
」
の
全
社
横
断
的
な
共
有

が
で
き
て
い
な
か
っ
た
。
ま

た
、
顧
客
の
企
業
情
報
や
人

物
情
報
が
ひ
と
つ
の
シ
ス
テ

ム
上
に
集
約
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
情
報
管
理
は
各
部
門

に
任
さ
れ
、
タ
イ
ム
リ
ー
に

情
報
共
有
が
で
き
な
い
と

い
っ
た
課
題
が
あ
っ
た
。
今

回
、
そ
れ
ら
の
課
題
を
解
消

す
る
Ｄ
Ｘ
の
取
り
組
み
の
一

環
と
し
て
、
全
社
共
通
の
顧

客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築

し
、
社
内
に
点
在
し
て
い
た

社
外
接
点
情
報
を
集
約
し

た
。

で
の
水
量
増
加
分
を
補
う
仮

設
浄
水
設
備
、
地
震
や
豪
雨

な
ど
の
自
然
災
害
に
お
け
る

断
水
発
生
時
の
応
急
浄
水
設

備
を
挙
げ
て
い
る
。

　

本
格
的
な
人
口
減
少
社
会

を
迎
え
、
水
道
事
業
の
基
盤

強
化
に
向
け
て
茨
城
県
で
は

広
域
連
携
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
一
環
で
浄
水
場
な
ど
の

統
廃
合
を
検
討
し
て
い
る

が
、
統
廃
合
後
に
お
い
て
も

災
害
時
に
あ
る
程
度
地
域
へ

の
給
水
を
担
保
す
る
方
策
と

し
て
地
下
水
を
水
源
に
可
搬

型
浄
水
設
備
を
活
用
で
き
な

い
か
検
討
し
て
い
る
と
い

う
。

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

を
見
守
っ
た
茨
城
県
の
高
橋

義
徳
・
水
道
広
域
化
推
進
室

長
は
「
コ
ス
ト
や
複
数
台
を

同
時
に
リ
ー
ス
で
き
る
の
か

と
い
っ
た
点
は
今
後
の
課
題

だ
と
思
う
が
、
設
備
自
体
は

コ
ン
パ
ク
ト
で
運
転
時
の
音

も
小
さ
く
、
清
浄
な
水
が
運

転
開
始
後
す
ぐ
に
出
て
く

る
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
も
良

い
と
い
う
点
で
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
感
じ
た
」
と
コ
メ
ン
ト

し
た
。

　

ま
た
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
し
た
メ
タ

ウ
ォ
ー
タ
ー
の
阿
由
葉
渉
・

首
都
圏
営
業
部
担
当
部
長
は

「
バ
ッ
テ
リ
ー
１
個
で
稼
働

す
る
こ
と
に
驚
い
て
い
た
だ

け
る
な
ど
皆
さ
ん
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
け
て
良
か
っ

た
。
人
口
が
少
な
い
地
域
の

水
道
の
持
続
や
災
害
時
の
応

急
給
水
な
ど
で
Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
は

活
用
で
き
る
と
思
う
。
水
道

事
業
体
や
自
治
体
に
選
択
肢

を
提
供
し
て
い
き
た
い
」
と

意
欲
を
語
っ
た
。

　

明
電
舎
は
23
日
、
全
社
横

断
の
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を

構
築
、
貴
重
な
資
産
で
あ
る

顧
客
情
報
を
有
効
活
用
し
、

顧
客
と
の
つ
な
が
り
を
一
層

強
化
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な

る
満
足
度
の
向
上
と
ビ
ジ
ネ

ス
チ
ャ
ン
ス
創
出
に
つ
な
げ

る
こ
と
を
目
指
す
と
発
表
し

た
。

　

Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ
の
営
業
Ｄ

Ｘ
サ
ー
ビ
ス
「
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ａ

ｎ
」「
Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ 

Ｄ
ａ

ｔ
ａ 

Ｈ
ｕ
ｂ
」
を
導
入
す

る
と
と
も
に
、
案
件
管
理
の

た
め
に
従
前
か
ら
利
用
し
て

い
る
ソ
フ
ト
ブ
レ
ー
ン
の
営

業
支
援
シ
ス
テ
ム
「
ｅ
セ
ー

ル
ス
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
」
と
連

携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
社

横
断
の
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
構
築
し
た
。

　

第
１
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

Ｓ
ａ
ｎ
ｓ
ａ
ｎ
に
各
社
員
が

保
有
す
る
顧
客
の
名
刺
デ
ー

タ
を
取
り
込
み
、
社
内
で
の

一
元
管
理
体
制
を
整
え
た
。

こ
れ
に
よ
り
社
外
接
点
情
報

が
見
え
る
化
さ
れ
、
役
員
や

従
業
員
間
で
の
情
報
共
有
と

相
互
の
ア
ク
セ
ス
が
し
や
す

く
な
っ
た
。
第
２
ス
テ
ッ
プ

と
し
て
、
こ
の
名
刺
デ
ー
タ

を
「
ｅ
セ
ー
ル
ス
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
」
に
連
携
、
そ
こ
に

含
ま
れ
る
顧
客
情
報
と
Ｓ
ａ

ｎ
ｓ
ａ
ｎ
か
ら
取
り
込
ん

だ
名
刺
デ
ー
タ
を
、「
Ｓ
ａ

ｎ
ｓ
ａ
ｎ 

Ｄ
ａ
ｔ
ａ 

Ｈ
ｕ

ｂ
」
を
介
し
て
統
合
、
名
寄

せ
・
ク
レ
ン
ジ
ン
グ
機
能
に

よ
り
、
デ
ー
タ
の
二
重
登
録

等
を
防
ぎ
、
正
し
い
情
報
が

常
に
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

「きぼう」実物大モデル

宇宙感覚の体験も

Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
筑
波
宇

宙
セ
ン
タ
ー
見
学

電
気
学
会

全
社
横
断
で
顧
客
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

顧
客
情
報
の
有
効
活
用
へ

明
電
舎

　

日
本
水
道
協
会
全
国
会
議
お
よ
び
東

京
水
道
展
の
開
催
期
間
を
含
む
16
～
22

日
の
１
週
間
、
り
ん
か
い
線
国
際
展
示

場
駅
の
改
札
コ
ン
コ
ー
ス
に
は
栗
本
鐵

工
所
の
大
型
フ
ラ
ッ
グ
広
告
８
枚
が
天

井
か
ら
吊
さ
れ
掲
示
さ
れ
た
＝
写
真
。

１
階
の
駅
ホ
ー
ム
か
ら
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
で
２
階
コ
ン
コ
ー
ス
に
昇
る
と
、

社
名
と
と
も
に
赤
色
と
ブ
ル
ー
が
目
に

鮮
や
か
な
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
キ
ャ
ッ
チ
コ

ピ
ー
が
複
数
現
れ
た
。
同
社
は
「
全
国

会
議
・
水
道
展
に
参
加
さ
れ
る
皆
さ
ま

を
お
迎
え
す
る
と
と
も
に
、
国
際
展
示

場
駅
を
利
用
さ
れ
る
方
々
に
向
け
て
も

弊
社
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
、
１
週
間
掲
示

し
ま
し
た
」
と
し
て
い
る
。

フ
ラ
ッ
グ
広
告
で
出
迎
え

広域化、トルコ地震テーマに講演
ダ ク 協
関東支部 千葉市でセミナー開く

Ｃ
Ｐ
Ｃ
Ｍ
の
特
長
を
Ｐ
Ｒ

茨
城
県
の
広
域
連
携
研
究
会
で

メ
タ
ウ
ォ
ー
タ
ー

ＣＰＣＭの説明を受ける参加者

栗　

本

鐵
工
所

　オリジナル設計はこのほど、30代の技術職社

員を対象にしたセミナー「OEC Boost Seminar 

Vol.Ⅲ ～ Design your Career ～」を東京都渋

谷区の国立オリンピック記念青少年総合セン

ターで開催した。中堅社員にキャリアデザイン

の意義を理解してもらい、自身の人生をより豊

かにするためのキャリアの方向性を見出しても

らうことが目的。参加した約30人の中堅社員は

▽キャリアデザインの意義と必要性▽ワークを

通じた自己理解促進▽キャリアデザインのため

のアクションプラン―について、外部講師によ

る講義を受けるとともにグ

ループディスカッションな

どの演習を行った。

　同社では、主に課長クラ

スの社員を対象にしたキャ

リアセミナーを７月に実

施、キャリア開発の意義を

理解し、部下である若手・

中堅社員が主体的にキャリア開発をできるよう

に導くための面談スキルを身につけることを促

した。今回のセミナーはそれに続くもので、中

堅社員に仕事を通じた周囲との関わりの中で、

自分の目標や仕事のやりがいを見つけるきっか

けにしてもらいたいとの思いがある。

　自らもセミナーに参加した菅伸彦・社長は「今

日参加してもらった社員は、中堅社員の中でも

リーダー格であり、今後管理職になることが期

待されている。家庭を持っている社員もいて、

キャリアデザインとワークライフバランスの両

方を考えなければならない世代でもある。これ

までのライフとキャリアを振り返り、これから

どうしていくのか考えて成長することで、自分

の次の世代を導くことができる社員になっても

らいたい。そういう意味では、中堅社員対象の

セミナーと言いつつ管理職向けのセミナーとも

言える」と話す。

　また「技術職は男性比率が高く、これまでの

価値観ややり方にとらわれることもあるが、時

代は変化し多様性と包摂性を尊重した視点が求

められている。育児をしている社員などが働き

やすい会社・職場にするためにも、お互いの考

え・立場を尊重し理解することも大事だ」と述

べた。

オリジナル設計

今後の人生の方向性を考える

中堅対象にキャリアセミナー

菅社長

グループディスカッション

２０２３年（令和５年）１０月２６日（木曜日）




